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中国の高速鉄道建設の発展と世界的展開

















が世界最速，建設規模が世界最大となった」と報じた。中国の鉄道網は “ 十一五 ” 期間中，
「中長期鉄道ネットワーク計画」に基づいて建設が進められている。2003年以降，鉄道建







































線（Intercity Line）：巨大都市の２地点間に最高速度200 - 350km/h に対応した路線の建



























































































































东部沿海经济发达地区；二是北京 - 武汉 - 广州 -深圳（香港）高速铁路，全长2350公里，连接华北，华中
和华南地区；三是北京 - 沈阳 - 哈尔滨（大连）高速铁路，全长1612公里，连接东北和关内地区 ；四是上海 -
杭州 -宁波 - 福州 - 深圳高速铁路，全长1650公里，连接长三角，东南沿海，珠三角地区。“四横”：一是青
岛 -石家庄 - 太原高速铁路，全长906公里，连接华北和华东地区；二是徐州 -郑州 -兰州高速铁路，全长
1346公里，连接西北和华东地区；三是上海 -南京 - 武汉 - 重庆 - 成都高速铁路，全长1922公里，连接西南
和华东地区；四是上海 -杭州 -南昌 -长沙 -昆明高速铁路，全长2264公里，连接华中，华东和西南地区。
同时，以环渤海地区，长三角地区，珠三角地区以及辽中南，山东半岛，中原地区，江汉平原，湘东地区，
关中地区，成渝地区，海峡西岸等经济发达和人口稠密地区为重点，建设城际高速铁路，覆盖区域内主要城镇。
目前，正在建设之中的高速铁路有１万多公里。包括北京 -上海，哈尔滨 -大连，北京 -石家庄，石家庄 -
武汉，广州 - 深圳，上海 - 杭州，杭州 -长沙，天津 -秦皇岛，合肥 -福州，厦门 -深圳，汉口 -宜昌等高





石家荘経由。石家荘・太原は客貨両用200 - 250km/h 対応，その他の区間は旅客専用200 
- 250km/h 対応）。④南西地域と華東地域とを結ぶ南京－武漢－重慶－成都旅客専用線を
指す（南京・合肥市・武漢・重慶経由。上海・南京間は北京・上海線と共用で最高速度
























































































































































と同様の規格で200 - 350km/h の客貨両用に対応した路線が新しく計画されている。具体
的には，福州・南昌・莆田間，広州・南寧間，広州・貴陽間，広州・湛江間がある。開業
区間は，①2007年１月28日：上海市－杭州市および上海市－南京市の２路線で，中国高速
鉄道「CRH（China Rail High-speed/ 愛称 : 子弾頭）」運行開始した。②2007年２月１日：
広東省広州市と深圳市を結ぶ広深鉄路に，CRH1型が導入された。③2008年８月１日：北
京市と天津市を結ぶ「京津城際鉄道（京津都市間鉄道）」が開業した。④2009年４月１日：



























































































































































































































































































































CRH2C 型（営業最高速度350km/h）は2007年12月に，CRH3A をベースにした CRH3C（同






































































































































































































































































































































































































































































































































ることになる。アルゼンチン交通部門幹部の Juan PabloSchiavi 氏は，双方の合意事項に
基づき，中国は向こう２～５年にアルゼンチンの鉄道線や関連施設の整備が内容とする10
の鉄道プロジェクトに投資するという。中でも，首都ブエノスアイレスの25億ドルの鉄道
改造プロジェクトが含まれる。
中国は海外の大規模な高速鉄道建設プロジェクトの入札に息巻いている。うち一つは，
2016年リオデジャネイロ五輪に向けて建設されるブラジルのプロジェクトだ。リオ～サン
パウロ～カンピーナス間の510キロメートルを走るものだ。また，コロンビア大統領は
2011年２月11日，中国が，パナマ運河の代替となる，太平洋と大西洋の両岸を結ぶ鉄道を
コロンビアに建設する計画であると明かしたという。大統領は，今回の鉄道計画が，アジ
アとラテンアメリカの貿易促進と，中国─コロンビア関係の強化を促進すると期待してい
る。サントス大統領は，「中国が建設を計画している『陸の運河』によって，コロンビア
の太平洋岸と大西洋岸が結ばれる。過度な期待を持つべきではないが，その意義は極めて
大きい」と話した。中国はコロンビアにとって，米国に次ぐ２番目の貿易相手国である。
両国の2010年貿易額は50億ドルに達した。計画中の鉄道は，全長220キロメートル，中国
中鉄が請け負う。必要資金47億ドルは，中国発展銀行による融資でまかなう。アジア・南
米輸送ネットワーク強化と中国とコロンビアの交流促進に大きな作用を及ぼすと見られ
る。両国は同計画のほか，全長791キロメートルの鉄道建設やブエナベントゥーラ
（Buenaventura）港の拡張工事に関する話し合いも行った。中国の高速鉄道建設が再び各
方面からの注目を集めている。カザフスタンのナザルバエフ大統領は2011年２月，中国を
訪問した際，カザフスタンが進める高速鉄道（アスタナ─アルマトイ，全長1050キロメー
トル）の建設で中国の技術を採用することで合意し，覚書を結んだ。
中国北車集団は2012年10月26日，傘下の長春軌道客車股份有限公司がブラジル・リオデ
ジャネイロで2014年に開催されるサッカー・ワールドカップや2016年のオリンピックに向
け，リオデジャネイロ州政府との間で，電車（EMU）60列（240両）の供給契約を交わし
たと発表した。中国北車は同州で実施されたＷ杯，五輪向け都市鉄道車両の入札をすべて
落札した。海外のオノンピックやＷ杯向けに中国製の電車が使用されるのは初めて。同州
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は2008年以降，都市鉄道車両の入札募集を３回実施した。中長春軌道客車股份有限公司は
フランス，スペイン，韓国などの大手レール交通会社との競争に勝ち，これらを落札した。
同州は世界銀行グループの支援のもと，３億ドルを投資し，中国機械輸出入集団有限公司
と中国北車集団が構成する企業連合から車輌を購入することを決定した。今回契約した車
輌は中国で製造し，現地でデバッグし，現地会社が運営する。車両の強度は世界トップレ
ベルで，40年間の安全運行を保障できる。
４，アフリカ
2010年９月１日，世界第２の鉄道建設グループである中国中鉄は，アフリカ最大の銀行，
南アフリカ共和国のスタンダード・バンク・グループと，同国の高速鉄道敷設に関する覚
書を締結した。スタンダード・バンク・グループは2010年８月31日，「中国中鉄と鉄道ネッ
トワークとインフラ建設の融資に関する覚書をすでに締結した。投資規模は300億ドルだ。
中国の高速鉄道は国内での活発な敷設が目立つだけでなく，海外への進出も著しい。
近年，中国の「高速鉄道外交」は高い注目を集めている。米 ABC が「中国は10～15年
以内に自国の高速鉄道網を17カ国に延伸する計画し，最終的にはロンドン～シンガポール
～北京が結ばれることになるだろう」と報じたほか，シンガポール華字紙・『聯合早報』
も「『高速鉄道外交』は中国外交の大事な柱になりつつある。すでにアルゼンチン，ブル
ガリア，タイ，ラオスなどから受注を取り付けた」と伝えている。中国の高速鉄道建設技
術の輸出状況が飛躍的に伸びている。世界をリードする中国の高速鉄道は「メイド・イン・
チャイナ」のイメージを一気に高める結果になる。鉄道車両メーカーの中国南車と中国北
車は2009年１年間で合わせて23億ドルにのぼる海外契約を結んだ。そのうち高速鉄道車両
や運行システムなどのトップ技術が70％を占めている。さらにこれまで途上国に集中して
いた輸出先が先進国へと拡大している。すでに完成車両は東欧やアジア，アフリカ，南米
など40カ国以上の国と地域に納められている。米国も中国の鉄道技術の目覚しい発展に驚
嘆する。その後米 GE と中国鉄道部は米国での高速鉄道建設で相互協力する覚書を取り交
わした。オバマ大統領はさらに「カリフォルニア州における高速鉄道建設には中国の技術
協力が必要」との見解を示している。
第７回世界高速鉄道大会が2010年12月７日から９日にかけて北京市で開催することを
きっかけに，世界各国に中国の高速鉄道をアピールするいいチャンスだった。同大会が欧
州以外の国で開催される初めてのケースとなる。中国高速鉄道の技術的成果と建設の実績
が国際社会に与えている大きな影響をふまえて，国際鉄道連合（UIC）は鉄道部と共同で
第７回大会を開催することを決定したのだ。現在，中国高速鉄道の運営状況は全体的に順
調だ。第一に，設備の質が高い。土台となる線路，通信，信号，牽引，給電などの固定設
備はもとより，高速列車といった移動設備なども質が安定し，安定的な運行を可能にして
いる。第二に，輸送が安全かつ安定し，安全記録は良好な状態が続いている。第三に，経
営状態が順調で，現在，全国の鉄道では毎日１千本前後の高速列車が運行している。2012
年には中国の鉄道営業距離数は11万キロメートルに達する。2020年までに新たに建設され
る高速鉄道は１万６千キロメートルを超える予定で，これに別の新設路線や既存路線のス
ピードアップを加えると，中国の旅客急行輸送網は５万キロメートル以上に達し，すべて
の省都都市および人口50万人以上の都市をネットワークで結び，全国の人口の90％以上を
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カバーするようになる。
急速に発展する中国の高速鉄道は，国内の交通構造だけでなく，世界の高速鉄道市場も
変えた。中国の高速鉄道の「海外進出」は，これまで中国が得意としてきた安価な労働力
の輸出ではなく，ハイエンド技術分野である。
2011年１月，米国のオバマ大統領は一般教書演説の中で中国の高速鉄道プロジェクトを
高く評価し，今後25年間で，国民の80％が高速鉄道を利用できるようにするとの考えを示
した。また，英国政府も今後15年以内に新型高速鉄道の建設し，最高時速225マイル（約
362キロメートル）の列車を普及させる計画を進めている。フランスも2020年までに高速
鉄道の全長を現在の倍の2500マイルに延長する計画を打ち出した。スペインは2010年に高
速鉄道網を建設する計画を打ち出し，ポーランドは2014年に国内初となる高速鉄道を建設
し，計画では2020年に完成するという。アラブ諸国も路線数18本，全長3.3万キロメート
ルの高速鉄道網を建設中で，今後20年以内に完成する見込みだという。計画では，カター
ルとクウェートの２カ国がそれぞれ100億ドルを投じ，国内に鉄道網を建設する。アラブ
首長国連邦は200億ドルを投資し，LRT，高速鉄道，地下鉄を複合させた立体鉄道運送網
を建設する計画を打ち出している。サウジアラビアは150億ドルの鉄道拡張計画を打ち出
し，国内の総延長距離を５倍にする。各国がこれまでに発表した計画を総合すると，2024
年に世界の高速鉄道の全長は4.2万キロメートルに達する。つまり，2010年～2024年まで
に1.9万キロメートル前後の路線が新たに建設されるということだ。予想では，海外にお
ける高速鉄道の投資総額は2020年までで8000億ドル，その内，欧米の先進国家による投資
額は1650億ドルである。また，ほかの産業を含めた経済効果は７兆ドルに達すると見られ
ている。高速鉄道にかかわる各国の企業はこれまでにない大きなチャンスを迎えることに
なりそうだ。
張徳江副総理（現　全人代委員長）は2010年12月７日，世界高速鉄道大会の席上で「中
国政府は高速鉄道を戦略的新興産業に組み入れた」と明らかにした。今後は国家財政によ
る資金投入や建設用地の確保，技術革新，経営環境などで支援を強化する方針だ。鉄道部
は「今の中国は高速鉄道営業距離が世界最長で，建設中の高速鉄道の規模も世界最大だ」
と，世界高速鉄道大会が中国で開催された背景について説明した。今後３年間の中国高速
鉄道への建設投資額は9000億元に達し，新たに9200キロメートルの高速鉄道が竣工され
る。中国高速鉄道の急速な発展は，世界180余りの高速鉄道関連のメーカーを引き付けて
いる。今回の大会では，フランスのアルストムは中国鉄道部と長期的戦略協力に関する取
り決めに調印した。アルストムは既存の動力ユニット車や電気機関車での協力関係を基礎
に，都市間鉄道車両や高速鉄道車両，高速鉄道信号システムなど，新たな面での協力の可
能性について中国鉄道部と共同で模索し，「中国北車集団」と提携して，中国市場や国際
市場のニーズにあった鉄道設備とソリューションを開発する。高速鉄道は単なるハイテク
の集大成だけでなく，その産業連携は非常に長く，関連産業構造の最適化やレベルアップ
を導くことができる。2010年の全国鉄道計画は1000億円で高速列車などの車両や設備を購
入し，関連産業では最大１兆元の効果を促進する。これからも，中国高速鉄道の建設と技
術革新に伴い，世界の経済を牽引し続けると考えられる。
中国では，「十二五」（第12次５カ年計画，2011～2015年）期間中に鉄道インフラ建設に
総額２兆8000億元を投資し，３万キロメートルの新路線の運行を開始する計画だ。2015年
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末までに，中国西部地区の鉄道網整備を進め，同地区の総延長距離を約５万キロメートル，
全国の総延長距離を約12万キロメートルにする。また，高速鉄道を中心とした快速鉄道網
の総延長を４万5000キロメートルにする。2013年３月，鉄道部を解体し，≪中華人民共和
国全民所有制工業企業法≫により，中国鉄路総公司が正式に成立し，資本金は10360億元
で，国内の高速鉄道建設を推進すると同時に，世界の高速鉄道建設をけん引している。
参考資料の出所
中国鉄道部（http://www.china-mor.gov.cn）
中国鉄道網計画（http://www.china-mor.gov.cn/tllwjs/tlwgh.html）
中国鉄建（http://www.crcc.cn）
中国中铁（http://www.crec.cn）
中国北車（http://www.chinacnr.com.cn）
中国南車（http://www.csrgc.com.cn）
金堅敏『中国の有力企業・主要業界』日本実業出版社2010年12月版第３章「中国の鉄道車
両メーカー」
（受理日：平成26年７月28日）
（校了日：平成26年９月16日）
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［抄　録］
本論文は以下の三点を論述しました。
１，中国高速鉄道建設の計画を論述分析しました。中国政府は2006～2010年「十一・五
計画」及び2011～2015年「十二・五計画」には高速鉄道建設計画を明確に制定しました。
本論文はその計画の背景，計画の内容および計画の実行状況を分析し，特に「四縦四横」
の企画と建設を詳細に論述しました。
２，中国政府および鉄道建設関連部門は鉄道の改造により速度を高めると同時に，各国
から時速200キロメートルの技術を買収した後，技術創造に力を入れ，世界最先端の高速
鉄道技術を獲得しました。これは中国の高速鉄道発展の重要な条件の１つであります。ど
のようにこれを実現するのか，本論文は詳細に分析しました。
３，中国高速鉄道の技術が世界一，高速鉄道の長さと近年の鉄道建設資金も世界一であ
ります。海外進出は中国高速鉄道の発展戦略の１つであります。技術，資金と建設など分
野で数十カ国との協力関係を結び，大きな成果または進展が見せました。本論文はその協
力関係の構図を論述しました。
